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論文の「意図的ではない剥窃」の問題
～モダリティの混同と解釈のない引用～
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①実験／調壺型 ②資料分析型 ③理論型 ④複合型の 4つのタイプがあることを報告している。
①実験／調査型は工学系，日本語教育の論文に多く ，それぞれ 7割を占める。②資料分析型は，「資
料の引用・解釈によって論述を展開する」構造型で，人文・社会科学系に多い。特に文学は









山本他 (2014a,b,2015a)で示した，資料の引用・解釈に関わる A中立的引用文， B解釈的引




































ている文である。論文筆者がどの要素に着目して解釈しているかで， 3大分類， 8下位カテゴリ ー
に分けられるが，詳細については山本・ニ通 (2015)を参照されたい。
以上4種の引用 ・解釈文のうち，A中立的引用文は 5.3%で最も少ない。 B解釈的引用文は
17.9%, C引用解釈的叙述文は 29.0%,そして D解釈文は 47.8%と，論文の約半数を占める。
これら 4種とそれに付随する直接引用文の文章を加えると，「資料分析型」の日本語論文では，
引用 ・解釈に関わる文が実に約 8割以上を占めている。
では，「資料分析型」以外の，「実験・調査型」， 「複合型」の論文ではどうであろうか。A,B, C, 
Dの4種の引用・解釈文は，同様に論理展開に重要な機能を果たしているであろうか。本研究で









Global Communication 第 6号
3.2 方法
(1)分析対象
論文執箪初心者の書いた「調査型」論文 2本，「複合型」論文 3本，計 5本の，剰窃が疑われ
る文章を分析対象とする。
「調壺型」論文は， Cl(中国人•特定課題研究論文第 2 稿） と Jl (日本人・卒業論文初稿）の
2本である。「複合型」論文は， C2(中国人・修士論文初稿）， cs(中国人・修士論文初稿）， J2








































例 1,例 zs)はどちらも日本語を母語とする日本人が作成した文章である。例 1の下線部の 「～
である，多い，持たれる」， 例 2の 「分けることができる」，「含まれている」，「～である」は，




















例 3(Cl) : 








例 4(C2) : 
野田-_(J~!1tl)_ -は先行研究を参考に「ハ」と 「ガ」の使い分けを「これまでに提案された 5




例 5(C3) : 
使役受身形が日本語のヴォイスの中でどのような位置を占めてきたかをまとめてみると，そ



























次に，例 6と例 7を見てみよう 6)。下線部に注意されたい。







くくなってきたとする声が増えてー ~:3らしと虹立:こと文斐~。囮杢 Ji0.0-4)ーー は「「外来語」
とは 日本の外からきた語の意，すなわち， きたという完了の時称をもってとらえた外国語
の語彙という日本固有の歴史概念である」。い尉展党太競典」Llil,_9_g)ーによl,Ji,「（日本の）



































次に， A4(40字 X4Q行）で 1枚にわたる，長すぎる直接引用文の例を見てみよう。これは，「な
ぜ日本のコンビニが発祥地であるアメリカを超えたのか」という題目で，前節で挙げた例 3の続
きの部分である。長すぎるので，各段落の後半は省略する。
































5.1 モダリティ表現の混同を防ぐ B解釈的引用文と C引用解釈的叙述文












ために，硬いイメ ージを与える と考えられている。～略~ (Jl) 
【修正案 2】
→金田一 (1985),西本 (1997)は，流行語には二種類のものが存在する と指摘している。
一つは，ネーミングとして ～以下修正案 1と同じ～





いる。これらは，例 1では，論文執筆者の Jlのモダリティ表現である と理解された。しかし，





解釈の方向性を示すことができるという点である。例 1の修正案 2では最初に B解釈的引用










































→野田_(J_9~ 虹且先行研究を参考に「ハ」と 「ガ」の使い分けを「これまでに提案された 5





























































案でも,A中立的引用文には. 2文目の D解釈文の他， 「本研究では～を研究対象とする。～は


























いは論文の方向性を定める （山本他2014a,2015) ことによって，その後の D解釈文，推論，意
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れた 5つの原理」にまとめている (pp.108-109)。そ して，ニュース見出しの無助詞をこ
の原理に当てはめ、無助詞と「ハ」「ガ」の違いを明らかにしている。














































例 1: 金田一春彦 (1985)「日本語セミナーニj筑摩書房，西本匡克 (1997)「日本文化論「ことばと文








例5: 前田直子 (1989)「「使役受動態」の意味と用法」，言語文化研究 (Studies in language and 
culture) no.7 p.25 -32 
6)例 6, 例 7の引用文献は，以下の通りである。







例 7: 前田昭彦 (1998)「日常会話における助詞の省略」 「長崎大学留学生センター紀要J6, 43-70. 
久野すすむ (1978)「談話の文法」大修館書店
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